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要 約
本研究では、臨床心理士養成指定大学院の授業での「積極的傾聴」実習体験における受
講者の意識変容過程の仮説モデルを生成し、効果的なトレーニングのあり方を検討するこ
とを目的とした。そこで、「積極的傾聴」実習におけるカウンセラーおよびクライエント
体験レポート５２編（４名×１３回分）を記述データとして内容分析を行い、受講者が意識を
向けた概念について検討した。そして、意識化された概念と実習の時期による意識変容お
よびそれぞれの段階の課題について検討した。その結果、実習過程の前期はカウンセラー
としての自分自身への注目の段階で、『技法になじむ』という課題が示唆された。中期は
クライエントに寄り添うことへの意識の高まりが示される段階で、『クライエント理解と
寄り添い』という課題が示唆された。後期は課題具現化と自己効力感獲得の段階であり、
『課題具現化の取組』という課題が示唆された。これらを受けて「積極的傾聴」実習体験
による意識変容過程の仮説モデルを生成し、効果的なトレーニングのあり方を検討した。
【キーワード】積極的傾聴、カウンセラー・トレーニング、意識変容過程
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つも、それをひとまず置いて、クライエン
トの考えや感情をそのまま伝え返し、相手
と理解を共有していくことを中心にしたコ
ミュニケーションの進め方を学んでいくこ
とになる」と述べている。つまり、Coが
価値判断せず、クライエント（以下Cl）か
ら吐き出される考えや感情に焦点を当て、
そこでClの理解を深めていく面接を行うこ
とが、A.L.トレーニングによって可能にな
るのである。
また、A.L.のトレーニングでは、Clの体
験をすることも可能である。心理臨床家を
目指す人に必要な４つの学習として、認
知的学習、体験学習、実習、スー
パービジョンがあげられる（野島、
１９９７）。体験学習とは「Cl体験」を指
す。Cl体験をすることは、「その人の自己
理解を深めることにつながる」と野島
（１９９７）は述べている。したがってA.L.ト
レーニングは、その一環としてのCl体験も
含めて、まさに、心理臨床家を目指す者に
とって適切なトレーニングなのである。
このたび筆者らは、臨床心理士養成の指
定大学院の授業において、A.L.トレーニン
グの機会を得た。本研究では、A.L.トレー
ニング体験（全１３回）のレポートをもとに
質的検討を試みたい。
２．目的
本研究の目的は、A.L.トレーニング過程
におけるCoおよびCl体験を通じた受講者
の意識変容過程の仮説モデルを生成し、よ
り効果的なトレーニングのあり方を模索す
ることである。
そこで２つのリサーチクエスチョンを立
てた。１つはトレーニング過程を前・中・
後期に分けると、それぞれにおける受講者
の意識はどのような段階であるのかであ
る。２つ目は、各時期において課題がどの
ように変化するのかである。なお、前期は
１回目から４回目のセッション、中期は５
回目から８回目のセッション、後期は９回
目から１３回目のセッションという区分であ
る。
 方法
１．対象
臨床心理士養成指定大学院の院生１４名
は、授業時間（計１４回）に教員と院生との
間での５０分間の「積極的傾聴」デモンスト
レーションを観察学習した。その後に、次
の授業までの間にペアをつくり、お互いに
CoおよびClとなり各自１３回のカウンセリ
ング・セッション（５０分間）を行い、セッ
ションごとに自由記述形式のレポートを作
成した。各レポートは、A４用紙１枚程度
に、Co体験およびCl体験の感想を半分程
度ずつ記述した内容量のものであった。そ
のうち４名のレポート５２編（４名×１３回
分）を本研究のデータとした。内容分析を
行うため、１内容を１項目として含むセン
テンスを記録単位とした。そのセンテンス
を筆者ら４名が検討し、４分の３以上の合
意が得られたものを本研究の分析対象とし
た。対象センテンス数は下記の通りであ
る。
Co体験の感想からは３６４センテンス
（全体の６０．４％）を本研究の対象とした。
Cl体験の感想からは１９６センテンス
（全体の４５．０％）を本研究の対象とした。
２．期間
２０１３年５月～１０月の間で、原則としては
週に１回であるが、授業日数の都合により
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夏季休暇中は行わなかった。
３．手続き
まず、４名のレポートから得られた全セ
ンテンスを検討した。そして、その意味内
容を内容分析の定義に基づき精査し、１内
容を１項目として含むセンテンスを選定し
た。選定されたセンテンスをその意味内容
の類似性に基づき分類し、それを小カテゴ
リとした。Co体験の感想に限り、受講者
が意識を向けた概念を大枠で把握するため
に、小カテゴリを分類してまとめることで
中カテゴリを抽出し、そこからさらに大カ
テゴリを抽出した。そして、これらの分類
と記述データをもとに分析を行った。
 結果
１．Co体験
（１）大カテゴリの概念
内容分析を用いてCo体験のレポートの
分類をした結果、大カテゴリは【Coとし
てのありよう】、【テクニカル要件】、【枠組
み】、【その他】の４つに分類された（表
１）。
１）【Coとしてのありよう】
中カテゴリは〈Coとしての意識〉、〈Co
の状態〉、〈ありようの課題〉、〈寄り添い〉
表１ Co体験の分類とセンテンス数
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の、４つから成っている。これらはCoと
してどのようにあるかを記述しているた
め、【Coとしてのありよう】というカテゴ
リが抽出された。
〈Coとしての意識〉：Coとしてどのよ
うにカウンセリングを行うかという意識が
見られた。
「うまくやらねば」では、気負いがある
ことでA.L.がうまくできなかったが、それ
がなくなったことで、うまくいくようにな
った体験が記述された。「客観的」では、
客観的に相手の話を聞くことができた体験
と、『自分の価値観を入れてしまった』体
験が記述されていた。「集中」では、相手
が話すことに集中する必要を感じて集中し
たという体験と、それによって疲れたとい
う体験が記述された。
〈Coの状態〉：カウンセリングを行う
Coとしてどのような状態にあるかという
記述が見られた。
「自信」では、自信があるかないかの体
験が記述された。「聞かされっぱなし」で
は、聞かされっぱなしにならなかった体験
と、聞くことに集中してしまうがゆえに
『ただただ相槌を打つだけ』となってしま
った体験が記述された。「癖」では、自分
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の『応答の癖のようなもの』に気付くこと
ができた体験が記述された。「Co自身のコ
ンディション」では、『心身の健康』がカ
ウンセリングにも影響を及ぼすことが記述
された。「不安・緊張」では、不安や緊張
の有無について記述された。「聞き下手」
については『理解力が足りない』ことで、
Clの話の理解ができていないことについて
記述された。
〈ありようの課題〉：「そのセッショ
ンで意識した課題」、「悩み（ありよう）」、
「疑問と課題（ありよう）」の３つから抽
出された。
「そのセッションで意識した課題」にお
いては、Coがセッション中に課題として
意識したことについて記述された。「悩み
（ありよう）」においては、どのようなCo
としてClの前に座るかということに関する
悩みが記述された。「疑問と課題（ありよ
う）」においては、Coとして今後どのよう
な課題を克服していくかが記述された。
〈寄り添い〉：「Clの感情を捉える」、
「Cl理解」、「傾聴」、「受容・共感」、「寄り
添う」、「沈黙に寄り添う」、「距離感」の７
つから抽出された。
「Clの感情を捉える」においては、セッ
ション中にClの感情を捉えられたか否かが
記述された。「Cl理解」においては、Coが
Clについて理解できたか否かが記述され
た。「傾聴」においては、Clの話に寄り添
って傾聴したか否かが記述された。「受
容・共感」においては、Clに寄り添って受
容や共感ができたか否かが記述された。
「寄り添う」においては、CoがClの話に
寄り添うことができたか否かが記述され
た。「沈黙に寄り添う」においては、Coが
セッション中に流れた沈黙に寄り添うこと
ができた旨が記述された。「距離感」で
は、CoがClとの距離感を模索したことが
記述された。
２）【テクニカル要件】
中カテゴリとして抽出されたものが、テ
クニックとして必要なものであることから
【テクニカル要件】というカテゴリが抽出
された。
〈技法〉：「簡単な受容」、「繰り返
し」、「質問・リード」、「明確化」、「支持」
の５つが記述された。これらは、A.L.の５
つの応答技法である（野島、２０１３）ため、
この中カテゴリには〈技法〉という名前を
つけた。
「簡単な受容」では、簡単な受容ができ
たことと、それしかできなかったことの両
面が記述された。「繰り返し」では、Clの
感情を繰り返せたか否かについて記述され
た。「質問・リード」では、侵襲的な質問
であったか否かについて記述された。「明
確化」では、明確化ができたか否かについ
て記述された。「支持」では、Clを支持す
ることができたということが記述されてい
た。
〈技法の課題〉：技法についての課題
意識を持ったものが記述された。
「そのセッションで意識した課題（スキ
ル／テクニック）」は、そのセッションでの
スキルやテクニックの課題が記述された。
「困惑（スキル／テクニック）」では、Co
が何をすればいいかがわからなくなってし
まったことが記述された。「疑問と課題
（スキル／テクニック）」においては、Co
として成長するための様々な課題意識が記
述された。
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〈タイミング〉：「タイミング」のみ
について記述されているものから抽出さ
れ、Coがタイミングよく応答しようとし
ていることについて記述された。
〈非言語コミュニケーション・チャン
ネル〉：非言語コミュニケーションについ
て記述されたものから抽出された。
「ノンバーバルCo」においては、Clの
ノンバーバルな表現をCoが受け止められ
たことや、Coが意図せず発したノンバー
バル・コミュニケーションがClに伝わって
しまったことが記述された。「ボーカル」
においては、相手に合わせた声やトーンで
話すことを意識できたか否かが記述され
た。
〈要約〉：「要約」のみが含まれてお
り、Clが話した内容を要約し、伝え返すこ
とができたか否かが記述された。
３）【枠組み】
カウンセリングの〈枠組み〉に関する記
述が含まれていることから【枠組み】とい
うカテゴリが抽出された。
「二重関係」では、同期生であるがゆえ
の二重関係の難しさを感じたことが記述さ
れた。「場所・環境」では、場所や時間の
重要性について記述された。
４）【その他】
他の大カテゴリに含めることができなか
ったものを【その他】とした。
〈Cl特性〉：Clの特性によってCoが対
応を変える必要があると気づいたことが記
述された。
〈記録と記憶〉：「記憶」では、Clが
話した内容に関する記憶保持の重要性が記
述された。「記録」では、記録を確認する
ことの重要性が記述された。「記録と記
憶」では、記録と記憶両方の重要性につい
て記述された。
（２）大カテゴリの概念の段階ごとの変化
大カテゴリの概念ごとの変化を図示した
ものが図１である。
２．Cl体験
対象データを小カテゴリに分けたとこ
ろ、前期は２７個、中期は２８個、後期は２５個
の項目に分けられた。その内容を表２に
示す。
 考察
１．Co体験について
（１）受講者の意識に基づく各段階の特性
と課題
内容分析によりデータを分類した結果、
図１ 大カテゴリの概念の段階ごとの変化
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受講者がA.L.トレーニングのCo体験におい
て意識を向けた概念の大枠として、【Coと
してのありよう】、【テクニカル要件】、【枠
組み】、【その他】の４つの大カテゴリが抽
出された。この結果および顕著であった記
述データの内容から、『Coとしてどうある
べきか』といった概念と、技法の他にも言
語外のコミュニケーションなどを含めた
『カウンセリングのテクニカルな側面』に
受講者が主に意識を向けたことが明らかに
なった。そして、本研究の目的であるト
レーニング過程の前・中・後期における意
識変容過程についても、小・中カテゴリの
データの分類とその分析からそれぞれの段
階の特徴が明らかになり、それぞれの段階
の課題も次のように示唆された。
まず前期は、〈技法〉に関する記述
（特に「質問（リード）」）、そして〈Coの
状態〉に関する記述（「Co自身のコンディ
ション」や「不安・緊張」など）が多く、
まだ技法に慣れ親しんでいないため先が見
えないことから、「難しさ」や「戸惑い」
といったものが意識の上で顕著になったこ
とが示された。また、Co自身の感情・集
中力・客観性などに対する自己統制の不全
感からも、不安や緊張が生起していること
がうかがえた。
このことから、前期は、Coとしての自
分自身のあり方や技法の扱い方に意識が向
けられる段階であると考えられる。そこで
表２ Cl体験の分類とセンテンス数
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前期の課題は、Coとしてのあり方を模索
しつつ、技法に対する理解と体験に基づく
気づきを得て『技法になじむ』ことである
と考えた。
中期では、〈技法〉と〈Coの状態〉に
関する記述が減少し、〈寄り添い〉に関す
る記述（「寄り添う」、「傾聴する」、「クラ
イエントの感情を捉える」）が顕著であっ
た。前期ではCoとしての自己への注目が
見られたが、ここではその注目がClへと移
り、Clに寄り添うということに対する意識
の高まりが見られた。また、〈非言語コミ
ュニケーション・チャンネル〉にも意識が
向かい、Co自身ならびにCl双方から発せ
られる非言語コミュニケーションについて
の気づきがある一方で、これに対処するた
めの課題などが意識化されていたことがう
かがえた。そこで中期の課題は、非言語コ
ミュニケーションへの着目も視野に入れた
『Cl理解と寄り添い』であると考えた。
後期は、〈技法〉に関する記述（特に
「質問（リード）」）、そして〈Coの状態〉
に関する記述（「癖」、「不安・緊張」な
ど）、そして〈寄り添い〉に関する記述
（「寄り添う」、「受容・共感」など）とい
った前・中期で挙げられたカテゴリの双方
が顕著であった。しかし前・中期の記述内
容と比較すると、そこに広がりと深まりが
見られるようになっていた。例えば〈技
法〉については、前期では、単にその技法
を用いたことおよびその難しさなどについ
ての記述で終始していたものが、後期で
は、他の概念との関連性や具体性、そして
Clに対する配慮といった深まりを示唆する
記述が顕著となった。〈Coの状態〉では、
例えば「癖」、「不安・緊張」などに関する
記述については、前期では、それらの発見
であったり、漠然と感じていたに過ぎなか
ったりしたものが、後期では、それらを客
観視し、その改善に視点が移行しているこ
となどが挙げられた。〈寄り添い〉につい
ては、例えば「受容・共感」に関して、中
期で『実際にやってみるのは難しい』とい
った記述が見られたが、後期では、『でき
た』といった記述が見られるようになり、
「受容・共感」するという課題がCoの意
識および行動によって具現化できたことが
示唆された。
このことから後期は、技法とCoとして
のありように関する意識をより具体的に展
開させ、迷いながらも、気づきとCoとし
ての自己効力感を得て行く段階であると考
えられる。そこで、後期の課題は、気づき
を伴う体験の包括と、Coとしての『課題
具現化への取組』であると考えた。
（２）受講者の意識変容過程の仮説モデル
の生成
以上を踏まえて、受講者の意識変容過程
の仮説モデルを生成した（図２）。
２．Cl体験について
前期には「座る位置・場所・環境」や
「二重関係」、「話すことへの義務感」など
が出現している。一方で、「安心（安全）
して話せた」という項目も他の時期と比べ
ると前期に多く現れている。「安心（安
全）して話せた」という項目については、
中期以降に減少傾向にあるが、それは安心
が確保されていると実感できたことによる
ものであると考えられる。このことから前
期にはその場の環境やCoとの対峙に関心
が向けられており、Coとのマイナスな関
係性も課題の１つとして挙げることができ
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る。
中期では「気持ちがいい」という項目
が増加している。そのため、前期に生じて
いたマイナスの関係性が減少したことが考
えられる。それに加えて、「Coトレーニン
グとしてのCl」、「技法への反応」という項
目も中期から増加している。同様に、中期
から後期にかけても「Coの在り方」と「Co
との相性」という項目が出現していること
から、Coを目指すものとしての自覚や視
点が色濃く影響してきたと言える。
また、後期で初めて出現した項目も複
数ある。その項目としては「非言語コミュ
ニケーションの力」に関する項目を大切だ
と語る項目、「カウンセリングの力」を実
感する項目など、ややCoトレーニングと
しての視点が多いとは言え、後期にはCl側
の視野も広がり、気になることが増えてき
たと考えられる。
しかしこれらの結果の一部については、
Coを目指す者だからというだけではな
く、実際のClにも適用できると考えられ
る。それは、以下のような過程として示す
ことができる。面接の前期では、まず安心
して話せるかが鍵となり、それが実現でき
ると、それによって今まで気がつかなかっ
た自分の思考や思いを知る。そしてCoと
相識の間柄となる中期では、話すことに気
持ちよさを感じ始める。しかしその頃か
ら、自分の感情を捉えることに難しさを感
じ始めるClもいる。そしてさらにCoにも
環境にも慣れてきた後期になると、Coの
あり方やCoとの相性が気になり始め、深
いところまで自己洞察が進み、潜在意識の
意識化がはかられる。しかし注意すべき点
は、気持ちがいいことと潜在意識の意識化
が必ずしも正比例しない点である。潜在意
識の意識化が進みすぎても気持ちよくはな
らず、Coにとってはその程度や事後処理
が重要な課題となる。
以上のように、Cl側の視座に立って回を
重ねるごとに着目点も変わり、より内面に
迫った項目に関心が集まることが示唆され
た。上記の過程を踏まえ、Coはそれぞれ
の時期に配慮した介入を行う必要があると
考えられる。
３．効果的なトレーニングのあり方につい
て
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図２ 「積極的傾聴」実習体験による意識変容過程の仮説モデル
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本研究で生成した仮説モデル（図２）を
基に効果的なA.L.トレーニングのあり方を
考察する。
（１）記録の重要性
効果的なトレーニングのあり方として、
まず、記録の重要性を挙げる。今回の実習
においては、最初からセッションの録音を
行わなかった受講者も多かった。そのた
め、的確なレビューが行われていない可能
性は否めない。特に初学者においては記憶
と記録の違いが発生する確率が高いため、
的確なレビューのために録音データがある
ことが望ましい。そこでまず、すべての段
階において、セッションを録音することが
効果的であると考えられる。また各セッシ
ョン終了後に、Clからのフィードバックを
受け、その記録を残すことも、客観的な見
解を得て課題を生成する上で有効であると
考えられる。
（２）段階ごとに有効と思われるトレーニ
ングのあり方
次に、段階ごとに有効と思われるトレー
ニングのあり方について検討する。
前期は、Coとしての自分自身への注
目が向いている段階であり、慣れない技法
とそのための自己統制の不全感から不安や
緊張を体験していることが考えられた。そ
れらの緩和や、技法に馴染むことを当初の
目的とし、チェックシートを用いて技法に
関する確認を行う。そこから生起した疑問
や戸惑いについてのディスカッションや、
指導者との十分な質疑応答を行うことが有
効であると考えられる。
中期においては、言語および非言語コ
ミュニケーション双方の観点を意識して、
Cl理解を深めることが有効であると考えら
れる。また、〈技法〉の「質問（リード）」
では、Clの内面にどこまで踏み込むかとい
った課題への意識が顕著であった。そのた
め、セッション終了後、Clの感想や感情の
動き、Coからの質問に対する心の動きな
どについてClからフィードバックを受ける
ことが有効であると考えられる。
後期では、これまでの段階で具体的に
なった個々の課題の具現化を進める段階で
あることが示唆されている。そこで、これ
までの記録を基にチェックシートを用いて
それぞれの課題の達成度を視覚化すること
が有効であると考えられる。
４．今後の課題
本研究では、内容分析の方法を用いて仮
説モデルの生成を試み、その仮説モデルに
基づく効果的なトレーニングのあり方を検
討した。今後は、本研究で考察されたト
レーニングのあり方を実施し、その結果に
ついて仮説検証のための量的検討を行うこ
とが求められる。
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